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研究開発の目的

・インフラの老朽化に伴うコンクリート内部の
損傷（空洞・ひび割れ）を早期に発見したい
・点検ニーズの増大

コンクリート剥落等の
第３者被害防止

・既存の打音検査では、点検員の経験や感覚によるバラツキが大きい
深層部 損傷 剥落防止シ 損傷等は 熟練者 も検査が困難・深層部での損傷、剥落防止シート下の損傷等は、熟練者でも検査が困難

深層部や剥落防止シート下での損傷検出を可能とする
打音検査システムの実現
（手段） 産総研独自の音響解析技術の活用 ハンチ部

良好な予備実験結果
・コンクリート供試体 ・アスファルト打音コンクリ ト供試体 アスファルト打音
・アンカーボルト打音
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水平ひび割れ

鉄筋

・高速道路管理者を開発体制に組込
・ﾕｰｻﾞｰﾆｰｽﾞ、評価結果を確実に開発にﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ



研究開発の目標

１次点検手段としての打音解析装置の高度化１次点検手段としての打音解析装置の高度化
・簡便かつ確実 ・高精度（熟練者でも難しい領域での損傷検知）
・報告書作成も含めたトータルな作業工数の削減報告書作成も含めたト タルな作業工数の削減
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研究開発内容（１） 学習型打音解析手法の開発
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研究開発内容（２） 打音装置の開発

点検困難箇所への適用や点検工数削減を可能にする３種類の装置

• 通常の点検業務用

• 打音を無線送信し作業性向上

ハンマー型
打音装置

点検困難箇所への適用や点検工数削減を可能にする３種類の装置

• 打音を無線送信し作業性向上打音装置

• 高所や狭隘な箇所の打撃用高所打音装
• 足場設置や高所作業車を不要に（交通規制も）

装
置

台車型打音 • アスファルト舗装面打撃用（土砂化検知）

• 現状大変な重労働。この作業工数を大幅に削減

台車型打音
装置

＜開発課題＞
・深部に到達可能な打撃力を発生する機構

（基礎実験での聴診器
を利用した打音採取方法）

深部 到達可能な打撃力を発 する機構
・打撃を邪魔せずに打撃箇所での打音を
雑音少なく採取する機構

各装置ごと 定 試行錯誤が必要
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⇒ 各装置ごとに一定の試行錯誤が必要
（試作と評価の繰り返し）

実用には
不向き



研究開始においての意気込み

プロジェクト終了後プロジェクト終了後
早期の事業化を目指す

・本テーマは解析手法をコア技術とした・本テーマは解析手法をコア技術とした
アプロ チアプローチ

・土木工学、機械工学等との異分野融合
研究が必須

・研究チーム内、ユーザーとの意見交換
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研究チ ム内、 ザ との意見交換
を密に実施


